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規 
 

則 

 
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
七
条
を
第
十
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
正
当
な
理
由
等
） 

第
七
条 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
正
当
な
理
由
は
、
次
に
掲

げ
る
理
由
と
す
る
。 

 

一 

当
該
青
少
年
が
就
労
し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
当
該

青
少
年
の
業
務
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
青
少
年
が
心
身
に
障
害
を
有
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
て
お
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
当
該
青
少
年
の
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
こ
と
。 

 

三 

保
護
者
が
当
該
青
少
年
の
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
利
用
状
況
を
適
切
に

把
握
す
る
等
に
よ
り
、
当
該
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

２ 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。 

一 

申
出
年
月
日 

二 

保
護
者
の
氏
名 

三 

保
護
者
の
電
話
番
号 

（
契
約
の
締
結
に
当
た
つ
て
説
明
す
べ
き
事
項
） 

第
八
条 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。 

 

一 

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
が
有
害
情

報
を
閲
覧
す
る
機
会
が
生
ず
る
こ
と
。 

二 

青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
不
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
を
誘
発
し
、
又
は

犯
罪
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。 

三 

保
護
者
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
条
例

埼
玉
県
規
則
第
七
十
八
号



第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。 

２ 

知
事
は
、
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
に
対
し
、
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
に
係
る
書
面
等
の
保
存
） 

第
九
条 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
日
は
、
当
該
契
約
に
係
る

青
少
年
が
十
八
歳
に
達
す
る
日
と
す
る
。 

２ 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
条
例
第
二
十
一
条
の

四
第
一
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
及
び
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

３ 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
記
録
媒
体
は
、
電
磁
的
記
録
媒

体
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に

係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
と
す
る
。 

 

様
式
第
九
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「  

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
裏
中 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

    

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
 ⑻
 

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
そ
の
他
の
遊
技
機
を
設
置
し
て
客
に
遊
技
を
さ
せ
 

る
営
業
（
風
適
法
第
２
条
第
１
項
第
７
号
に
規
定
す
る
営
業
を
除
く
。
）
を
行
う
場
所
 
 
」
 

 「
⑻
 
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
 

⑼
 
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
そ
の
他
の
遊
技
機
を
設
置
し
て
客
に
遊
技
を
さ
せ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
営
業
（
風
適
法
第
２
条
第
１
項
第
７
号
に
規
定
す
る
営
業
を
除
く
。
）
を
行
う
場
所
 
 」
 

（
第
８
条
関
係
）
 
（
第
１
１
条
関
係
）
 



規 
 

則 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
四
の
項
中
「
五
九
八
」
を
「
五
五
四
」
に
改
め
、
同
表
二
三
の
項
中
「
四
八
四
」
を
「
四

六
〇
」
に
改
め
、
同
表
七
二
の
項
中
「
七
二
三
」
を
「
六
九
九
」
に
改
め
、
同
表
二
〇
四
の
項
中

「
五
一
八
」
を
「
四
八
八
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

埼
玉
県
規
則
第
七
十
九
号



告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.sai

tamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
テ
ニ
ス
カ
レ
ッ
ジ 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

右
川 

史
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
八
潮
市
八
潮
七
丁
目
十
一
番
地
十
四 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

 

こ
の
法
人
は
、
八
潮
市
周
辺
住
民
や
そ
の
周
辺
地
域
の
一
般
、
少
年
少
女
に
対
し
、
テ
ニ

ス
を
通
じ
て
普
及
活
動
を
行
い
健
全
な
心
身
の
保
持
、
育
成
、
強
化
を
計
り
、
健
康
と
健
全 

な
発
育
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
九
号



告 
 

示 

 
平
成
四
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号
（
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
に
基
づ
く
補
償
基
礎
額
の

最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
六

月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

改
正
後
の
告
示
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償

に
係
る
基
礎
額
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
に

つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
に
基
礎
額
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き

事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

七
十
歳
以
上 

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満 

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満 

五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満 

五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満 

四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満 

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満 

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満 

三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満 

二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満 

二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満 

二
十
歳
未
満 

年 

齢 

階 

層 

四
、
〇
三
〇
円 

四
、
〇
三
〇
円 

四
、
六
三
四
円 

五
、
九
〇
六
円 

六
、
六
一
二
円 

七
、
〇
一
六
円 

七
、
〇
八
八
円 

六
、
八
四
四
円 

六
、
三
四
九
円 

五
、
七
七
七
円 

五
、
一
一
五
円 

四
、
五
七
五
円 

最 

低 

限 

度 

額 

一
三
、
二
五
五
円 

一
四
、
四
一
九
円 

二
〇
、
三
六
四
円 

二
三
、
四
九
九
円 

二
四
、
九
〇
〇
円 

二
三
、
九
一
六
円 

二
二
、
三
六
二
円 

一
九
、
四
五
四
円 

一
六
、
七
一
二
円 

一
三
、
八
三
七
円 

一
三
、
二
五
五
円 

一
三
、
二
五
五
円 

最 

高 

限 

度 

額 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
号



 



告 
 

示 

 
平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
七
号
（
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
に
基
づ
く
介
護
補
償
の
支

給
金
額
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日
か
ら
施
行
す

る
。 改

正
後
の
告
示
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ

い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
万
四
千
九
百
六
十
円
」
を
「
十
万
四
千
七
百
三
十
円
」

に
、
「
五
万
六
千
九
百
三
十
円
」
を
「
五
万
六
千
七
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要

す
る
状
態
の
項
中
「
五
万
二
千
四
百
八
十
円
」
を
「
五
万
二
千
三
百
七
十
円
」
に
、
「
二
万
八
千

四
百
七
十
円
」
を
「
二
万
八
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
一
号



 

 

告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

           

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
二
号



 

 

１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県総務事務システムに係るヘルプデスク業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県総務部総務事務センター総務事務システム第一担当 埼玉県さいたま市

浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  平成22年５月28日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  日本電算企画株式会社 東京都港区虎ノ門３丁目８番21号 

５ 落札金額 

  19,829,250円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成22年４月16日 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

セ
ブ
ン
タ
ウ
ン
せ
ん
げ
ん
台 

 
 

 

越
谷
市
千
間
台
東
二
丁
目
七
百
七
番
地 

外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

 
 

 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
せ
ん
げ
ん
台
Ｓ
Ｃ 

 
 

 

（
変
更
後
）
セ
ブ
ン
タ
ウ
ン
せ
ん
げ
ん
台 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
モ
ー
ル
・
エ
ス
シ
ー
開
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

堀
内
幸
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
モ
ー
ル
・
エ
ス
シ
ー
開
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
取
締
役 

太
田
喜
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人 

 
 

 

に
あ
っ
て
は
代
表
者
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
未
定 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

他
９
社 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日 

他 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
三
号



四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

セ
ブ
ン
タ
ウ
ン
せ
ん
げ
ん
台 

 
 

 

越
谷
市
千
間
台
東
二
丁
目
七
百
七
番
地 

外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
四
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
県
営
土
地
改
良
事
業
下
蒔
田
地
区
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）
の
工
事
を
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
日
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三

条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

        

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
五
号



告 
 

示 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

富
士
見
都
市
計
画
区
域
区
分 

 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 

イ 

市
街
化
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

富
士
見
市
大
字
水
子
字
北
別
所
、
字
谷
ッ
合
、
字
観
音
前
の
全
部
、
諏
訪
一
丁
目
、
諏
訪 

 
 

二
丁
目
、
大
字
水
子
字
西
原
、
字
西
並
木
、
字
栗
谷
ッ
、
字
別
所
、
字
東
並
木
、
字
台
、
字 

 
 

正
網
、
字
向
山
前
、
字
薬
師
下
、
字
台
下
、
字
東
台
、
字
石
井
、
字
京
塚
、
字
東
石
井
、
字 

 
 

久
保
新
田
、
字
神
明
、
字
岡
ノ
坂
、
字
城
ノ
下
、
字
町
谷
前
、
字
東
前
、
字
山
下
、
の
各
一 

 
 

部 

 

ロ 

市
街
化
調
整
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

変
更
な
し 

 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
、
富
士
見
市
ま
ち
づ
く 

 

り
環
境
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
ふ
じ
み
野
市
都
市
政
策
部
都
市
計
画
課
、
三
芳
町
都
市
計
画 

 

課 

 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日
ま
で 

 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
六
号



告 
 

示 

  
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

              

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
七
号



１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び数量 

   埼玉県立学校への外国語指導助手派遣業務（９月期） 一式 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶ 履行期間 

   平成22年９月１日（水）から平成23年１月31日（月）まで 

 ⑷ 履行場所 

   埼玉県立学校28校及び当該学校長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   入札金額は、１日当たりの単価に予定派遣日数を乗じた額とすること。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の５パー 

  セントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、  

  その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするので、入札者 

  は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問 

  わず、見積もった契約金額の105分の100に相当する金額を入札書に記載するこ

と。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しな  

い者であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な 

  資格等に関する公示（平成20年埼玉県告示第1032号）に基づき、物品等競争入

札参加資格者名簿に登載され、Ａ等級又はＢ等級に格付された者であること。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加 

  停止等の措置要綱（平成21年３月31日付け入審第513号）に基づく入札参加停止

措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排 

  除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を

受けていない者であること。 

 ⑸ 民事再生法（平成11年法律第225号）の規定による再生手続開始の申立て、会

社更生法（平成14年法律第154号）の規定による更生手続開始の申立て又は破

産法（平成16年法律第75号）の規定による破産手続開始の申立てが行われてい

ない者であること。 

 ⑹ 労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整備等に関 



  する法律（昭和60年法律第88号）に基づき、一般労働者派遣事業の許可を受け

ている者であること。 

 ⑺ 個人情報の取扱いについて、適切な保護措置を講ずる体制を整備している者 

  であること。 

 ⑻ 平成19年４月１日以降に、地方公共団体から本件業務と同様の業務を請け負

い、すべて誠実に履行した実績のある者であること。 

 ⑼ 仕様書の要求する外国語指導助手を契約履行開始日までに確実に確保できる 

  体制及び当該外国語指導助手が休暇、病気などの理由により業務に従事できな 

  い場合に代替外国語指導助手を派遣できる体制を整備している者であること。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 入札書の提出場所、契約条項を示す場所、入札説明書及び仕様書の交付場所 

  並びに問い合わせ先 

   〒330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県教育局県

立学校部高校教育指導課教育指導担当 森、杉田 電話048-830-7391（直通） 

 ⑵ 入札説明書及び仕様書の交付方法 

   上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 入札・開札の場所及び日時 

   埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目14番１号 埼玉県自治会館地下Ｂ01 平

成22年７月５日（月）午前10時 

 ⑷ 郵便による場合の入札書のあて先及び受領期限 

   埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課教育指導担当 平成22年７月２日

（金）午後５時 

   なお、書留郵便によること。 

４ その他 

 ⑴ 入札保証金及び契約保証金 

  ア 入札保証金 

    入札者は、入札金額の100分の105に相当する額（１円未満の端数があると

きは、その端数金額を切り捨てるものとする。）に、入札保証金の率（100分

の５以上）を乗じた額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭

和39年埼玉県規則第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定

に該当する場合は、免除する。 

  イ 契約保証金 

    契約の相手方は、入札金額の100分の105に相当する額（１円未満の端数が

あるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）に、契約保証金の率



（100分の10以上）を乗じた額を納付するものとする。ただし、財務規則第 

   81条第２項の規定に該当する場合は、免除する。 

 ⑵ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を 

  上記３⑴の提出場所に平成22年６月22日（火）午後５時までに提出し、競争入

札参加資格の確認を受けなければならない。また、入札事務の担当者から、提

出した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。 

 ⑶ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条の規定に該当する入札書 

 ⑷ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑸ 落札者の決定方法 

財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最

低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑹ 支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から30日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。 

 ⑺ その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 
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